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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ

Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で
す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作

品
を
引
用
の
範
囲
を
超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

「
君
は
何
を
思
っ
て
飛
ぶ
?
」

「
お
父
様
　
お
母
様
に
恥
じ
な
い
ウ
ィ
ッ
チ
た
ら
ん
と
思
っ
て
。」

「
何
を
願
っ
て
飛
ぶ
?
」

「
人
々
を
守
り
ま
た
第
二
世
代
ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
と
し
て
人
々
の
進
化
を
促
し
た
い

と
願
っ
て
飛
び
ま
す
。」

「
本
心
で
は
何
を
願
う
?
」

「
・
・
・
戦
い
た
い
。」

「
?
」

「
あ
な
た
と
戦
い
た
い
。」

「
!?
」

「
そ
れ
が
僕
の
望
み
で
す
!!
」
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第
１
章
　
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｔ

ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
　
ｓ
ｋ
ｉ
ｅ
ｓ

プ
ロ
ロ
ー
グ

　　
設
定

　　　
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ

　
独
立
国
家
連
合
軍
。
国
連
平
和
維
持
軍
に
類
似
す
る
軍
事
組
織
。
地
球
連
邦

軍
創
設
の
準
備
段
階
と
し
て
創
設
さ
れ
た
多
国
籍
軍
。
有
事
の
際
に
は
扶
桑
皇

国
海
軍
第
七
・
八
艦
隊
が
矢
面
に
立
つ
。

　　　
扶
桑
皇
国
海
軍
　
第
八
艦
隊
　
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
駐
留
艦
隊

　
菅
野
直
枝
　
中
佐
率
い
る
部
隊
。
軽
空
母
１
隻
と
イ
ー
ジ
ス
艦
２
隻
、
補
給
艦

１
隻
で
構
成
さ
れ
る
。
ガ
リ
ア
か
ら
独
立
し
た
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
共
和
国
が
２
年
前

に
扶
桑
皇
国
と
安
保
条
約
を
結
ん
だ
の
で
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
部
隊
。

　　
軽
空
母
　
瑞
鳳

　
ア
メ
リ
カ
級
強
襲
揚
陸
艦
を
ベ
ー
ス
に
原
子
力
機
関
を
搭
載
、
リ
ニ
ア
カ
タ
パ

ル
ト
も
搭
載
し
た
新
世
代
軽
空
母
。
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
駐
留
艦
隊
旗
艦
。

　　　
人
物

　　
メ
ビ
ウ
ス
８

　
最
近
扶
桑
皇
国
海
軍
第
八
艦
隊
に
配
属
さ
れ
た
ひ
よ
っ
こ
Ｍ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
。

下
記
の
オ
メ
ガ
大
隊
所
属
の
少
尉
。
伝
説
の
Ｍ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
二
人
を
親
に
持

つ
。
本
作
前
半
は
彼
女
が
主
人
公
で
あ
り
、
ク
ル
ー
ゼ
で
は
な
く
基
本
彼
女
の
視

点
で
話
が
続
く
の
で
注
意
。
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メ
ビ
ウ
ス
７

　
Ｍ
Ｓ
パ
イ
ロ
ッ
ト
。
オ
メ
ガ
大
隊
所
属
の
中
尉
。
メ
ビ
ウ
ス
８
の
異
母
姉
。

両
親
や
メ
ビ
ウ
ス
８
と
違
い
が
さ
つ
だ
が
実
力
は
本
物
。

　　
オ
メ
ガ
１
１

　
菅
野
直
枝
　
中
佐
。
　
第
八
艦
隊
特
務
突
撃
大
隊
　
通
称
『
オ
メ
ガ
大
隊
』
隊

長
　
兼
　
第
八
艦
隊
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
駐
留
艦
隊
司
令
長
官
。
メ
ビ
ウ
ス
７
・
８
の
上

官
。

　　　
コ
ー
ル
サ
イ
ン

　
通
常
な
ら
所
属
部
隊
と
序
列
で
決
ま
る
コ
ー
ル
サ
イ
ン
だ
が
、
一
部
の
者
に
は

所
属
・
序
列
に
か
か
わ
ら
ず
固
定
の
コ
ー
ル
サ
イ
ン
を
与
え
ら
れ
た
者
も
い
る
。

文
武
共
に
圧
倒
的
な
実
力
を
持
つ
　
又
は
英
雄
的
武
功
を
立
て
た
者
に
の
み
扶

桑
皇
国
全
軍
総
帥
た
る
ク
ル
ー
ゼ
か
ら
直
接
コ
ー
ル
サ
イ
ン
を
考
案
、
授
与
さ
れ

る
栄
誉
を
与
え
ら
れ
る
。

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　　　　　　　　　　　
お
父
様
に
誘
わ
れ
、
初
め
て
空
を
飛
ん
だ
の
は
、
確
か
５
歳
の
誕
生
日
だ
っ
た
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は
ず
。
そ
の
時
の
こ
と
は
今
で
も
は
っ
き
り
覚
え
て
い
る
。
一
面
に
広
が
る
　

蒼
と
白
だ
け
の
世
界
。

「
凄
い
・
・
・
こ
ん
な
世
界
が
あ
る
な
ん
て
。」

「
だ
が
重
力
の
井
戸
に
引
か
れ
た
こ
の
空
は
君
の
居
場
所
と
し
て
は
狭
す
ぎ
る
。

君
の
居
場
所
に
相
応
し
い
の
は
、
更
に
上
・・・
宇
宙
〈
ダ
ー
ク
ブ
ル
ー
の
空
〉
だ
。

よ
く
覚
え
て
お
き
な
さ
い
。」

「
わ
か
り
ま
し
た
お
父
様
。」

「
そ
し
て
僕
は
君
の
父
、
そ
し
て
友
と
し
て
言
っ
て
お
こ
う
。
君
は
君
の
思
い
を

背
負
っ
て
飛
ぶ
の
だ
。
他
の
余
計
な
も
の
は
何
で
あ
れ
背
負
う
必
要
は
無
い
。

余
計
な
も
の
を
持
た
さ
れ
て
も
、
飛
ぶ
の
に
重
い
だ
け
な
の
だ
か
ら
。」

「
は
い
。」

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
　

　　
ピ
ピ
ピ
ピ
　
ピ
ピ
ピ
ピ
　
　
　
　
ガ
チ
ャ
　
目
覚
ま
し
時
計
を
叩
く

　
も
う
５
時
５
０
分
?
早
く
起
き
な
い
と
菅
野
隊
長
に
怒
ら
れ
る
。

「
う
〜
ん
。」

「
は
よ
起
き
ろ
。
案
外
菅
野
隊
長
は
お
前
に
優
し
い
が
私
が
怒
る
ぞ
。」

「
お
姉
様
。
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。」

　
同
室
の
お
姉
様
が
半
ギ
レ
し
た
声
で
僕
の
身
体
を
揺
す
り
起
こ
し
に
か
か
る
。

お
父
様
も
お
母
様
も
そ
ん
な
こ
と
な
い
の
に
何
故
か
僕
だ
け
が
低
血
圧
だ
か
ら
、

こ
う
し
て
貰
わ
な
い
と
僕
は
起
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
兵
学
校
も
大
学
校
も

主
席
で
出
て
任
官
し
た
僕
だ
が
、
こ
の
点
だ
け
が
軍
人
と
し
て
唯
一
か
つ
致
命
的

な
短
所
だ
っ
た
り
す
る
。

　　　　
瑞
鳳
　
　
食
堂

「
お
は
よ
う
お
前
ら
。」

「「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
菅
野
隊
長
。」」　
敬
礼
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「
お
う
」　
答
礼

「
メ
ビ
ウ
ス
７
、
８
。
お
前
ら
は
今
日
の
哨
戒
で
オ
レ
と
エ
レ
メ
ン
ト
を
組
め
。

力
量
を
見
た
い
。」

「
了
解
し
ま
し
た
。」

「
へ
い
へ
い
。」

　　　　
次
回
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
　
ｓ
ｋ

ｉ
ｅ
ｓ
　「
始
ま
り
の
笛
音
」

　
少
女
は
　
そ
し
て
神
話
と
な
る
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始
ま
り
の
笛
音

　「
我
々
に
楯
突
く
こ
と
が
ど
う
い
う
事
か
、　
こ
の
ワ
シ
が
教
え
ち
ゃ
る
!!
」

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　
ラ
ウ
・
ル
・
ク
ル
ー
ゼ
元
帥
　
事
実
上
退
任

　
ラ
ウ
・
ル
・
ク
ル
ー
ゼ
皇
国
元
帥
　
兼
　
統
合
幕
僚
副
長
　
兼
　
第
七
艦
隊
司

令
長
官
（
１
９
）
が
今
年
度
末
を
以
て
実
質
的
に
退
任
す
る
見
通
し
と
な
っ
た
。

二
年
前
に
終
結
し
た
第
二
次
ネ
ウ
ロ
イ
大
戦
（
通
称
：
大
陸
戦
争
）
を
軍
官
僚
と

し
て
も
エ
ー
ス
と
し
て
も
勝
利
に
導
い
た
英
雄
と
さ
れ
る
元
帥
だ
が
、
陛
下
と
の

協
議
の
結
果
、
退
任
す
る
方
針
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
第
七
艦
隊
は
海
軍
か
ら

独
立
し
新
た
な
る
軍
隊
「
扶
桑
皇
国
宇
宙
軍
」
が
創
設
さ
れ
る
。
後
任
の
統
合
幕

僚
副
長
に
は
杉
山
茂
子
　
陸
上
幕
僚
長
が
就
任
す
る
見
通
し
。
　

　
退
任
に
あ
た
り
ク
ル
ー
ゼ
元
帥
は
本
紙
限
定
で
談
話
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
。

全
文
を
掲
載
す
る
。

　「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
閣
下
。」

「
こ
ち
ら
こ
そ
よ
ろ
し
く
。」

「
今
回
退
任
さ
れ
る
に
あ
た
り
理
由
を
う
か
が
っ
て
も
よ
ろ
し
い
で
す
か
?
」

「
は
い
。
一
言
で
申
し
上
げ
る
な
ら
、
こ
れ
か
ら
の
新
時
代
の
扶
桑
皇
国
軍
に
は
、

た
っ
た
一
人
の
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー
ロ
ー
は
必
要
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
す
。

は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、
も
う
私
の
力
は
扶
桑
軍
に
は
必
要
な
い
で
す
。
そ
し
て

何
よ
り
、
現
在
の
扶
桑
軍
の
ト
ッ
プ
に
要
求
さ
れ
る
の
は
自
ら
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち

出
す
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
。
し
か
し
私
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。

温
和
に
組
織
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
調
整
型
の
リ
ー
ダ
ー
で
し
た
。
調
整
型

リ
ー
ダ
ー
は
未
来
に
お
い
て
は
い
ざ
知
ら
ず
今
に
合
っ
た
リ
ー
ダ
ー
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
私
は
ト
ッ
プ
・
エ
ー
ス
と
し
て
敵
を
叩
き
落
と
し
、
ま
た

扶
桑
軍
将
兵
の
皆
さ
ん
を
飢
え
さ
せ
な
い
よ
う
に
采
配
す
る
こ
と
が
精
一
杯

だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
軍
全
体
の
指
揮
は
、
当
時
の
統
合
幕
僚
長
で
あ
っ
た
寺
内

さ
ん
の
よ
う
な
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
リ
ー
ダ
ー
に
任
せ
て
い
た
の
で
す
。
私
が
統

合
幕
僚
長
職
に
就
く
必
要
は
全
く
な
か
っ
た
。
私
は
形
式
的
に
は
と
も
か
く
、
実
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質
的
に
は
Ｎ
ｏ
．
１
に
な
る
器
で
は
な
か
っ
た
。」

「
最
後
に
閣
下
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。」

「
皆
が
一
緒
に
働
い
て
く
れ
た
か
ら
、
戦
っ
て
く
れ
た
か
ら
、
私
は
こ
こ
に
い
ま

す
。
　
あ
り
が
と
う
。」

　　
読
売
新
聞
　
１
９
４
９
年
３
月
１
日
　
朝
刊
　
　
一
面
よ
り

　　
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

─
─
─
─
─
─
─
─
─
─
─

　　　　　　　「
よ
ー
し
揃
っ
て
る
な
。
ん
じ
ゃ
ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
を
始
め
る
。
オ
レ
達
の
世
代

が
大
陸
戦
争
に
終
止
符
を
打
っ
て
早
１
１
年
。
オ
レ
達
に
続
い
て
空
に
上
が
っ

た
お
前
ら
の
お
陰
で
、
世
界
は
平
和
を
保
っ
て
き
た
・
・
・
・
・
・
今
日
ま
で
。」

「「「
・
・
・
。」」」　
　

「
１
１
年
振
り
に
平
和
が
破
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ク
イ
ニ
ョ
ン
に
あ
る
我
々

Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
部
所
属
の
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
が
２
０
分
程
前
所
属
不

明
機
接
近
の
報
を
我
々
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
カ
ム
ラ
ン
湾
駐
留
艦
隊
に
送
っ
て
き
た
が
、
そ

の
直
後
に
レ
ー
ダ
ー
サ
イ
ト
か
ら
の
通
信
が
途
絶
し
た
。
所
属
不
明
機
か
ら
攻

撃
を
受
け
た
も
の
と
判
断
す
る
。
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｓ
に
よ
る
と
所
属
不
明
機
は
後
３

０
分
で
我
々
の
上
空
に
到
着
す
る
と
の
こ
と
だ
。
オ
メ
ガ
大
隊
は
全
力
出
撃
、
先

遣
隊
を
第
一
小
隊
に
任
せ
る
。
所
属
不
明
機
に
警
告
し
、
カ
ム
ラ
ン
地
上
基
地
へ

の
強
制
着
陸
を
促
せ
。
ま
あ
も
っ
と
も
、
所
属
不
明
機
が
ネ
ウ
ロ
イ
じ
ゃ
な
か
っ

た
ら
の
話
だ
が
。」

　　
皆
が
乾
い
た
笑
い
を
部
屋
に
響
か
せ
る
。
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「
あ
　
そ
う
だ
。
メ
ビ
ウ
ス
７
、
８
お
前
ら
に
言
っ
と
く
ぞ
。」

「「
?
」」

　
言
い
た
い
こ
と
?
な
ん
だ
ろ
う
。

「
統
幕
か
ら
連
絡
だ
。『
今
回
の
事
態
が
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｆ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
支
部
の
限
界
を

超
え
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
場
合
、
直
ち
に
唯
一
即
応
可
能
な
〝
メ
ビ
ウ
ス
中
隊

〞
を
召
集
、
事
態
に
あ
た
る
。
心
さ
れ
た
し
。』
だ
。」

「
う
げ
っ
。」

　
お
姉
様
が
露
骨
に
嫌
っ
ぽ
く
反
応
し
た
。
無
理
も
な
い
。
ま
だ
自
分
の
力
が

足
り
な
い
現
時
点
で
お
父
様
お
母
様
と
飛
ぶ
な
ん
て
僕
だ
っ
て
恥
ず
か
し
い
も

の
。

「
実
力
な
ら
問
題
ね
え
よ
お
前
ら
な
ら
よ
。
こ
の
前
の
模
擬
戦
で
大
陸
戦
争
で
３

０
人
も
い
ね
え
扶
桑
人
撃
墜
数
三
桁
超
え
ベ
テ
ラ
ン
の
オ
レ
を
片
手
間
程
度
で

叩
き
の
め
し
た
ん
だ
。
他
の
メ
ビ
ウ
ス
中
隊
の
連
中
も
お
前
ら
の
こ
と
は
認
め

て
る
と
思
う
ぜ
?
腕
に
自
信
を
持
て
。」

　
菅
野
隊
長
は
そ
う
言
う
と
僕
と
お
姉
様
の
肩
を
軽
く
叩
く
。

「
行
く
ぞ
〝
オ
メ
ガ
大
隊
〞
!!
」

「「「
了
解
!
」」」

　　　　　　　「
こ
ち
ら
瑞
鳳
管
制
塔
。
メ
ビ
ウ
ス
７
、
８
　
聞
こ
え
る
か
?
」

「
お
う
。
感
度
良
好
。
問
題
な
い
。」

「
こ
ち
ら
メ
ビ
ウ
ス
８
。
こ
ち
ら
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。」

「
お
前
ら
よ
り
先
に
オ
メ
ガ
１
１
（
菅
野
）
が
発
進
す
る
。
オ
メ
ガ
１
１
発
進
の
後

カ
タ
パ
ル
ト
上
に
て
待
機
せ
よ
。」
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「
風
向
き
北
西
追
い
風
１
８
ノ
ッ
ト
。
発
艦
に
支
障
な
し
。
オ
メ
ガ
１
１
、
発
艦

を
許
可
す
る
。」

「
オ
メ
ガ
１
１
（
菅
野
）、
ブ
ル
デ
ュ
エ
ル
　
出
る
ぞ
!
」　
ヒ
ュ
ー
ン
　
ガ
シ
ャ
ン

「
続
い
て
メ
ビ
ウ
ス
７
、　
発
艦
を
許
可
す
る
。」

「
メ
ビ
ウ
ス
７
　
ジ
ェ
ガ
ン
　
出
る
!
」　
ヒ
ュ
ー
ン
　
ガ
シ
ャ
ン

「
メ
ビ
ウ
ス
８
、
発
艦
を
許
可
す
る
。」

「
は
い
。
メ
ビ
ウ
ス
８
　
出
ま
す
!
」　
ヒ
ュ
ー
ン
　
ガ
シ
ャ
ン

　
こ
れ
が
僕
の
初
陣
。
緊
張
は
し
て
い
な
い
け
ど
、
北
の
方
か
ら
邪
悪
な
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
る
。
こ
れ
が
ネ
ウ
ロ
イ
・
・
・

「
相
棒
、
ま
さ
か
緊
張
し
て
る
な
ん
て
こ
と
は
無
い
よ
な
?
」

「
大
丈
夫
で
す
お
姉
様
。
こ
の
程
度
で
緊
張
し
て
い
た
ら
、
初
陣
で
平
気
で
三
桁

撃
破
し
て
い
た
お
父
様
に
申
し
訳
が
立
ち
ま
せ
ん
。」

「
そ
れ
で
こ
そ
〝
メ
ビ
ウ
ス
〞
だ
。
行
く
ぞ
!
」

「
は
い
!
」

　　　　　　　
次
回
　
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｓ
　
ｓ
ｈ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｅ
ｄ
　
ｓ
ｋ

ｉ
ｅ
ｓ
　「
白
い
悪
魔
」　
王
は
　
そ
し
て
空
へ
還
る
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